
無名橋137　橋梁一般図

路線名

図　名

位　置

縮　尺 図　示 単　位 mm

図　号

令和　8　年度施行

岩 美 町

町道鳥越4号線

町道鳥越4号線(無名橋137)橋梁補修工事

岩美郡岩美町大字 鳥越 地内

橋梁一般図
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令和　8　年度施行

町道鳥越4号線(無名橋137)橋梁補修工事

路線名

図　名

位　置

縮　尺 図　示 単　位 mm

図　号 全　8　葉中の内　2

無名橋137　補修図(1)

岩 美 町

町道鳥越4号線

目地補修工

舗装打換え工

凡　例

断面修復工

薄層舗装工
(耐摩耗型複合薄層遮水性舗装)

岩美郡岩美町大字 鳥越 地内

補修図(1/6)
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薄層舗装工(参考)

既設舗装

(耐摩耗型複合薄層遮水性舗装)

側面図
(上流側)

平面図
(路面)

側面図
(下流側)

S=1:30

S=1:30

S=1:30

断面修復工(参考)

※ 塩害環境以外は、コンクリ―トはつりを必要最小限とする。

S=1:2

目地補修工(参考)

橋台床版

薄層舗装工(耐摩耗型複合薄層遮水性舗装)

※ 防錆処理は鉄筋露出を伴う場合に適用

注) 数量は現地再調査及び照査の上、決定すること。
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令和　8　年度施行

町道鳥越4号線(無名橋137)橋梁補修工事

路線名

図　名

位　置

縮　尺 図　示 単　位 mm

図　号 全　8　葉中の内　3

岩 美 町

無名橋137　補修図(2)

町道鳥越4号線

部分補修工

凡　例

岩美郡岩美町大字 鳥越 地内

補修図(2/6)
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断面図 S=1:30平面図
(床版下面)

S=1:20

排水管補修工詳細図 S=1:20

注) 数量は現地再調査及び照査の上、決定すること。

平面図 断面図

側面図
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接着面シーリング塗布 2-ConアンカーM10×80

φ100(塩ビ管)

施工時 2-14×30長孔   

排水管

排水管補修工排水管補修工

排水管補修工排水管補修工

排水管補修工 排水管補修工

既設排水管切断

塗装工程

素地調整

塗料名
使用量

(g/m )

140

120

塗装間隔

4時間以内

1日～10日

1日～10日

1日～10日

マグネライン

中　塗

上　塗

3種ケレン

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料用中塗

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料上塗

2

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗 200

1日～10日

下　塗

下地処理 ディスクサンダー

不陸修正 マグネラインタイプⅠ

プライマー塗布

2070

100

―

200

プライマー

対象鋼材

素地調整3種ケレン

弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗

　200g/m2

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料用中塗

　140g/m2

弱溶剤形ふっ素樹脂塗料上塗

　120g/m2

ディスクサンダー(下地処理)

マグネラインタイプⅠ(不陸修正)

プライマー塗布

（高圧洗浄済み）

(マグネライン)

部分補修工模式図



令和　8　年度施行

町道鳥越4号線(無名橋137)橋梁補修工事

路線名

図　名

位　置

縮　尺 図　示 単　位 mm

図　号 全　8　葉中の内　4

岩 美 町

無名橋137　補修図(3)

町道鳥越4号線

凡　例
塗装塗替工

(錆転換型防食塗装)

岩美郡岩美町大字 鳥越 地内

補修図(3/6)
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令和　8　年度施行

町道鳥越4号線(無名橋137)橋梁補修工事

路線名

図　名

位　置

縮　尺 図　示 単　位 mm

図　号 全　8　葉中の内　5

岩 美 町

無名橋137　補修図(4)

町道鳥越4号線

凡　例
塗装塗替工

(素地調整軽減剤塗布)

補修図(4/6)

岩美郡岩美町大字 鳥越 地内
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(主桁)
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※ 狭所部の塗替えは、施工可能な範囲とする。

平面図
(A1橋台)

平面図
(A2橋台)

S=1:30 S=1:30

塗装塗替工(参考)
(素地調整軽減剤塗布)

G1

G2

1.素地調整　3種ケレン　　　　　　　　　　　

2.素地調整　塗布形素地調整軽減剤(0.1kg/m2) 

3.弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗(200g/m2)

4.弱溶剤形変性エポキシ樹脂塗料下塗(200g/m2)

5.弱溶剤形ふっ素樹脂塗料中塗（140g/m2）　　

6.弱溶剤形ふっ素樹脂塗料上塗（120g/m2）　　



令和　8　年度施行

町道鳥越4号線(無名橋137)橋梁補修工事

路線名

図　名

位　置

縮　尺 図　示 単　位 mm

図　号 全　8　葉中の内　6

岩 美 町

無名橋137　補修図(5)

町道鳥越4号線

当て板補修工詳細図 主桁G1

補修図(5/6)
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外
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注　記
1．工場製作時の高力ﾎﾞﾙﾄ(M22)の孔径はφ24.5とする。
2. 制作は全て現地再調査及び照査の上、決定する。
3. 当板接合面は状況に応じパテ材で不陸調整を行う。
4. 当板溶接長は現地再調査の上、決定する。

主桁G1

断面図
(C-C)

S=1:6

内
面

断面図
(E-E)

S=1:6

C

C

D

D

E

E

断面図
(D-D)

S=1:6

5. 1日で施工する補強板取付分以上には孔明けしないこと。
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B B
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B B
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66

デッキプレート

C2

TCB M22×65(S10T)

TCB M22×80(S10T)

デッキプレート

PL-200×9

PL-80×12

デッキプレート デッキプレート

L-150×100×9

PL-200×9

PL-80×12PL-200×9

PL-80×12

デッキプレート

TCB M22×70(S10T)

デッキプレート

不陸調整パテ充填

TCB M22×70(S10T)

不陸調整パテ充填 不陸調整パテ充填

1-L　150×100×9×2680(SM400)
1-L　150×100×9×2630(SM400)
1-PL 80×12×2680(SM400)
1-PL 80×12×2630(SM400)
1-PL 80×12×2000(SS400)
1-PL 80×12×910(SS400)
1-PL 80×12×980(SS400)
1-PL 80×12×2560(SM400)
1-PL 80×12×2400(SM400)
1-PL 200×9×2590(SM400)
1-PL 200×9×2000(SM400)
1-PL 200×9×2470(SM400)
26-TCB M22×65(S10T)
39-TCB M22×80(S10T)
78-TCB M22×70(S10T)



令和　8　年度施行

町道鳥越4号線(無名橋137)橋梁補修工事

路線名

図　名

位　置

縮　尺 図　示 単　位 mm

図　号 全　8　葉中の内　7

岩 美 町

無名橋137　補修図(6)

町道鳥越4号線

当て板補修工詳細図 主桁G2

補修図(6/6)

岩美郡岩美町大字 鳥越 地内
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平面図
(A-A)
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側面図
(内面)

側面図
(外面)

平面図
(B-B)

S=1:15

S=1:15

S=1:15

S=1:15

注　記
1．工場製作時の高力ﾎﾞﾙﾄ(M22)の孔径はφ24.5とする。
2. 制作は全て現地再調査及び照査の上、決定する。
3. 当板接合面は状況に応じパテ材で不陸調整を行う。
4. 当板溶接長は現地再調査の上、決定する。

内
面

外
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内
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外
面

主桁G2断面図
(C-C)

S=1:6断面図
(D-D)

S=1:6
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(溶接範囲)
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(溶接範囲)
680

(溶接範囲)
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700

(溶接範囲)
640

(溶接範囲)
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L-150×100×9

PL-200×9

PL-80×12

デッキプレート

C2

TCB M22×65(S10T)

TCB M22×80(S10T)

デッキプレート

PL-200×9

PL-80×12

デッキプレート

TCB M22×70(S10T)

デッキプレート

不陸調整パテ充填 不陸調整パテ充填

1-L　150×100×9×2500(SM400)
1-L　150×100×9×2560(SM400)
1-PL 80×12×2520(SM400)
1-PL 80×12×2680(SM400)
1-PL 80×12×2500(SM400)
1-PL 80×12×2560(SM400)
1-PL 200×9×2590(SM400)
1-PL 200×9×2470(SM400)
25-TCB M22×65(S10T)
39-TCB M22×80(S10T)
39-TCB M22×70(S10T)



令和　8　年度施行

町道鳥越4号線(無名橋137)橋梁補修工事

無名橋137　足場仮設図(参考図)

路線名

図　名

位　置

縮　尺 図　示 単　位 mm

図　号

岩 美 町

町道鳥越4号線

全　8　葉中の内　8

足場仮設図(参考図)

岩美郡岩美町大字 鳥越 地内
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S=1:30

断面図
側面図

平面図

A1 A2

至　洗井 至　鳥越

上流

下流

流水方向

注) 吊り足場の端部処理は、適宜設置を行うこと。

シート張

足場チェーン

足場チェーン

足場板シート張

単管φ48.6

防護ネット

シート張

足場チェーン

足場チェーン単管φ48.6

単管φ48.6 防護ネット防護ネット

防護ネット

仮設足場工（m2）

部位

足場工数量表

面積

床版・桁 補修足場 TYPE A1+B 17


